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今月の掲載記事
マイナンバーが届きます
百歳以上の皆さんを訪問
人事行政の運営状況
プラスチック製容器包装の正し
い分別を
CIVIC NEWS
まちのわだい
Face 人 野田 侑楽さん
うまかもん「揚げどりの甘酢」
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創
立
50
周
年

　
　
県
立
飯
野
高
校

　

飯
野
高
校
は
、
昭
和
40
年
4
月
1
日
に
開

校
。
３
町
合
併
の
時
代
か
ら
え
び
の
市
内
で

唯
一
の
県
立
高
校
と
し
て
、
歴
史
と
伝
統
を

築
い
て
き
ま
し
た
。
開
校
か
ら
の
50
年
間

で
、
５
７
３
３
人
の
卒
業
生
を
輩
出
し
て
い

ま
す
。

　

当
時
の
校
舎
は
、
整
備
が
行
き
届
い
て
お

ら
ず
、
生
徒
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
の
整
備
を

行
う
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
ま
し
た
。
平
成

8
年
度
か
ら
10
年
度
に
か
け
て
、
全
面
改
築

さ
れ
、
現
在
の
校
舎
と
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
飯
野
高
校
に
は
、
２
７
６
人
（
普
通

校訓の「凜乎（りんこ）、清楚（せいそ）、豊潤（ほうじゅん）」

創立 50 周年を知らせる看板（藤坂）

科
１
８
６
人
、
生
活
情
報
科
９
０
人
）
の
生

徒
が
通
っ
て
い
ま
す
。
生
徒
は
、
市
内
で
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
場
面

で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

創
立
50
周
年
を
祝
う
記
念
式
典

　

飯
野
高
校
で
は
、
創
立
50
周
年
を
祝
う
記

念
式
典
を
、
10
月
3
日
に
開
催
し
ま
す
。
式

典
で
は
、
飯
野
高
校
の
歴
史
を
振
り
返
る
Ｄ

Ｖ
Ｄ
の
上
映
、
別
会
場
で
は
、
陸
上
自
衛
隊

第
8
師
団
所
属
の
第
8
音
楽
隊
（
熊
本
市
）

に
よ
る
演
奏
会
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
市
役
所
や
市
内
の
各
所
に
は
、
飯

野
高
校
の
創
立
50
周
年
を
祝
い
、
今
後
の
発

展
を
祈
る
た
め
の
看
板
や
の
ぼ
り
旗
な
ど
を

設
置
し
て
い
ま
す
。

interview

りりしく、すがすがしい
飯野高校生の姿

飯野高等学校

　私は、今年の 4 月に初めて飯野高校の生徒
と出会いました。新入生のために、雨の中体
育館周辺の清掃を最後までやり遂げる姿、歩
いていてもいったん立ち止まってあいさつを
する姿は、りりしく、すがすがしく感じます。
　そんな飯野高校生の姿を見て、100 周年に
つながっていく次の 50 年で、えびの市、西
諸地域、飯野高校は、ますます発展していく
と確信しています。

塚本讓二校長

0

今
年
4
月
、
え
び
の
市
で
唯
一
の
県

立
高
校
で
あ
る
飯
野
高
等
学
校
が
創

立
50
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
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開
校
は
住
民
の
悲
願

　

飯
野
高
校
の
開
校
は
、
合
併
前
の
三
町
時

代
か
ら
の
住
民
の
悲
願
で
し
た
。
飯
野
高
校

が
開
校
す
る
前
は
、
子
ど
も
た
ち
は
小
林
高

校
や
伊
佐
農
林
高
校
な
ど
市
外
に
あ
る
高
校

に
通
わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
れ
は
、
子
ど
も
や
保
護
者
に
と
っ
て
大

き
な
負
担
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。そ
の
た
め
、

住
民
は
、
な
ん
と
か
三
町
に
も「
高
等
学
校

を
設
置
し
て
ほ
し
い
」と
い
う
陳
情
運
動
を

続
け
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
近
隣
の
小
林
市
に
工
業
高
校
や

● 1 期生に話を聞きました

　飯野高校ができてから、もう50年も経
つのかと驚きと感慨深い思いです。振り
返れば、学校生活がつい昨日のことのよ
うによみがえってきます。ただ、先輩が
いないということに寂しさがあります。
　当時の飯野高校と比べて、すばらしい
様変わりに感謝と誇りを感じています。
飯野高校がこれからも存続していくこと
を祈っています。

　飯野高校が50年間存続してくれたこと
にまず感謝しています。当時の飯野高校
は、整備が行き届いておらず、生徒自ら
が、少しずつ整備を行っていました。そ
こから「自分たちの学校は、自分たちの
手で」という言葉が生まれました。
　先輩がいなかったせいか、同級生同士
で仲が良く、結束が強かったように思い
ます。

50年続いた飯野高校に
感謝と誇りを

自分たちの学校は
自分たちの手で

4広報

飯野高校旧校舎の玄関付近

商
業
高
校
が
設
置
さ
れ
る
な
か
、
三
町
へ
の

県
立
高
校
の
設
置
は
な
か
な
か
認
め
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

多
く
の
地
域
住
民
の
協
力
の
も
と
、
運
動

を
続
け
た
結
果
、
当
時
の
飯
野
町
に
飯
野
高

校
を
設
置
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
す
。
昭
和

40
年
4
月
1
日
、
県
立
飯
野
高
等
学
校（
普

通
科
2
学
級
、
家
政
科
1
学
級
）が
開
校
し
、

1
期
生
１
５
５
人
が
入
学
し
ま
し
た
。

　

県
立
飯
野
高
校
の
開
校
は
、
え
び
の
町
が

市
制
に
移
行
す
る
礎
に
も
な
り
ま
し
た
。

地
域
で
活
躍
す
る
生
徒

　

現
在
、
飯
野
高
校
で
は
、「
生
徒
一
人
ひ

と
り
を
大
切
に
す
る
学
校
」を
実
現
す
る
た

め
、
す
べ
て
の
教
職
員
が
、
す
べ
て
の
生
徒

に
対
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
で「
あ
つ
い（
熱

い
・
厚
い
・
篤
い
＝
情
熱
的
に
・
手
厚
く
・

思
い
や
り
に
あ
ふ
れ
る
）」指
導
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

飯
野
高
校
の
生
徒
は
、
伝
統
を
守
り
育
て

る
た
め
、
学
校
内
外
で
の
地
域
貢
献
活
動
を

積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
小
学
生
や
中
学

生
を
対
象
と
し
た
教
室
を
行
な
っ
た
り
、
京

飯野高校生徒会

御
ご し ょ

書風
ふ う か

花さん

●生徒会役員に話を聞きました

　統廃合されるかもしれないと言われて
いた飯野高校が、50年続いたことはすご
いと思います。たくさんの人が、飯野高
校存続のために頑張っていると聞きまし
た。地域、行政、先生、生徒みんなでつ
ないだ50年だと思います。
　飯野高校は、両親の母校でもあります。
これからもずっと飯野高校が存続するこ
とを願っています。

①京町温泉マラソン大会でランナーのタグをはずす生徒②絵本の
読み聞かせをする生徒③飯野小・中・高校合同で行っているあい
さつ運動④市内の保育園等で親を待つ子どもの相手をする生徒

①

地域、行政、先生、生徒
みんなでつないだ50年

町
温
泉
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
市
内
で
開
催
さ
れ
る

イ
ベ
ン
ト
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
協
力
を

し
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
京
町
温
泉
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
は
、

毎
年
、
生
徒
の
ほ
と
ん
ど
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
参
加
。
大
会
を
運
営
す
る
う
え
で
、

大
き
な
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
に
働
き
か
け
、
地
域
と
と
も
に
行
事

な
ど
の
運
営
を
行
っ
て
い
る
飯
野
高
校
の
生

徒
は
、
地
域
に
と
っ
て
も
欠
か
せ
な
い
存
在

で
す
。

②

④ ③

市内在住

千
ち よ た ん だ

代反田まつ子さん

市内在住

馬
ま ご え わ き

越脇泰
や す じ

二さん
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My　Dream
●●●●●●

生徒たちが飯野高校で
どんな夢を見つけたか

聞いてみました。

飯
野
高
校
を
守
り
育
て
た
い

守
り
育
て
る
市
民
の
会

　

平
成
22
年
12
月
20
日
、
飯
野
高
校
が
統
廃

合
検
討
校
と
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
な

か
、
え
び
の
市
内
で
唯
一
の
県
立
高
校
で
あ

る
飯
野
高
校
の
存
続
の
た
め
、「
飯
野
高
等

学
校
を
守
り
育
て
る
市
民
の
会
」
が
発
足
し

ま
し
た
。
同
会
は
、「
地
域
の
子
ど
も
は
地

域
で
守
る
」「
地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
、
安

心
し
て
地
域
の
学
校
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る

教
育
環
境
の
保
障
」「
特
色
あ
る
飯
野
高
等

学
校
づ
く
り
へ
の
特
段
の
配
慮
」
を
柱
に
、

飯
野
高
校
の
存
続
を
強
く
求
め
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

同
会
は
、
市
内
の
教
育
関
係
機
関
や
関
係

団
体
な
ど
21
団
体
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

interview

市内唯一の県立高校の
存続に向けた取り組みを

市民の会会長

　市内でのイベントへのボランティア活動な
ど、地域とのつながりを大切に積み重ねてき
た飯野高校は、地域から愛され、えびの市に
なくてはならない学校となっています。
　えびの市にとって、飯野高校の生徒は誇り
であり、宝であり、希望です。今後も、市内
唯一の県立高校である飯野高等学校の存続に
向けた取り組みを行っていきます。

一
貫
教
育
と
支
援
事
業

　

市
で
は
、
現
在
、
飯
野
高
校
と
市
内
小
中

学
校
と
の
一
貫
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
取
り
組
み
で
は
、
飯
野
高
校
生
と

市
内
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
と
の
交
流
、
飯

野
高
校
教
員
と
市
内
中
学
校
教
員
の
乗
り
入

れ
授
業
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
高
校
の
専

門
性
の
高
い
指
導
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
高
い
学
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
か
ら
、
飯
野
高
校
の
魅
力
を

さ
ら
に
高
め
、
入
学
者
を
増
や
す
こ
と
を
目

的
に
「
成
績
優
秀
者
へ
の
給
付
型
の
奨
学
金

制
度
」
や
「
通
学
困
難
者
へ
の
交
通
費
の
支

給
」「
学
力
向
上
支
援
事
業
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。
平
成
27
年
度
の
入
学
者
は
、
過
去
5

年
間
で
最
多
の
１
０
８
人
で
す
。

　

学
力
向
上
支
援
事
業
で
は
、
飯
野
高
校
が

構
内
に
設
置
し
た
公
営
塾
「
成
銘
館
」
の
経

費
を
負
担
し
て
い
ま
す
。

求
め
ら
れ
る
地
域
の
支
援

　

少
子
・
高
齢
化
が
進
む
中
、
ふ
る
さ
と
を

理
解
し
、
ふ
る
さ
と
に
貢
献
す
る
人
材
の
育

成
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
は
学
校
だ
け
で
は
育
ち
ま
せ
ん
。

学
校
で
は
「
学
力
」、
家
庭
で
は
「
し
つ
け
・

習
慣
・
マ
ナ
ー
」、
地
域
で
は
「
体
験
」
を

教
え
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
う
ま
く
機
能

し
て
い
け
ば
、
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
ふ
る
さ

と
に
自
信
と
誇
り
を
持
っ
た
子
ど
も
の
育
成

が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
飯
野
高
校
を
地
域
ぐ
る
み
で
守
り
育
て

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
今
後
も
、
市
内
で
唯
一
の
県
立
高

校
で
あ
る
飯
野
高
校
の
存
続
に
向
け
た
取
り

組
み
と
と
も
に
、
在
校
生
・
卒
業
生
が
豊
か

な
個
性
を
伸
ば
し
、
そ
の
能
力
を
最
大
限
発

揮
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
夢
を
実
現
で
き
る
よ
う
、

支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

飯
野
高
校
は
、
地
域
に
根
ざ
し
た
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
に
は
、

高
校
・
保
護
者
・
行
政
・
地
域
の
連
携
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

村岡隆明市長
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
届
き
ま
す

一
生
使
い
ま
す
。
大
切
に
し
ま
し
ょ
う

M y  N u m b e r
■
11
月
に
通
知
カ
ー
ド
が
届
き
ま
す

　

10
月
以
降
（
え
び
の
市
は
11
月
の
見
込

み
で
す
）、
住
民
票
を
有
す
る
す
べ
て
の

人
に
、「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
」
の
記
載
さ
れ

た
通
知
カ
ー
ド
が
、住
民
票
の
住
所
地（
世

帯
主
あ
て
）
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

通
知
カ
ー
ド
は
簡
易
書
留
、
転
送
不
要

の
郵
便
で
届
き
ま
す
。
郵
便
の
転
送
手
続

き
を
し
て
い
て
も
、
転
送
さ
れ
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
通
知
カ
ー
ド
を
確

実
に
受
け
取
る
た
め
、
現
在
住
ん
で
い
る

と
こ
ろ
と
住
民
票
の
住
所
が
異
な
る
人

は
、
正
し
い
住
所
へ
の
住
所
変
更
の
届
出

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

不
在
な
ど
で
受
け
取
れ
ず
郵
便
局
の
保

管
期
間
が
経
過
し
た
通
知
カ
ー
ド
は
、
郵

便
局
か
ら
市
役
所
に
返
送
さ
れ
ま
す
。
通

知
カ
ー
ド
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
場
合
に
は
、
市
民
環
境
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
福
祉
や
税
の
手
続

き
な
ど
で
一
生
使
い
ま
す
。
番
号
が
漏
え

い
し
、
不
正
に
使
わ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
場

合
を
除
き
、
一
生
変
更
さ
れ
ま
せ
ん
。
通

知
カ
ー
ド
は
大
切
に
し
ま
っ
て
お
き
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
を
む
や
み
に
他
人
に
教
え
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

通
知
カ
ー
ド
に
は
、
有
効
期
限
は
あ
り

ま
せ
ん
。
通
知
カ
ー
ド
の
初
回
交
付
は
無

料
で
す
が
、
紛
失
や
焼
失
し
た
場
合
な
ど

で
再
交
付
を
受
け
る
場
合
に
は
、
手
数
料

が
必
要
と
な
る
見
込
み
で
す
。
大
切
に
保

管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
る
と

通
知
カ
ー
ド
は
不
要
に
な
り
ま
す
。
個
人

番
号
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
る
際
、
市
役

所
に
返
納
し
て
く
だ
さ
い
。

通
知
カ
ー
ド
を
受
け
取
っ

て
か
ら
の
流
れ

書
類
の
中
身
を
確
認

個
人
番
号
カ
ー
ド
を
申
請

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
受
取

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
簡
易
書
留

で
届
き
ま
す
。
封
筒
の
中
に
次

の
3
つ
が
入
っ
て
い
る
か
を
確

か
め
ま
し
ょ
う
。

・
通
知
カ
ー
ド

・
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
申
請
書

と
返
信
用
封
筒

・
説
明
書

※
通
知
カ
ー
ド
は
、
大
切
に
保

管
し
て
く
だ
さ
い
。

通
知
カ
ー
ド
は
個
人
番
号
カ
ー

ド
に
切
り
替
え
る
こ
と
で
利
便

性
が
高
ま
り
ま
す
。
申
請
方
法

は
、
主
に
2
通
り
あ
り
ま
す
。

①
郵
送
で
申
請

　
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
申
請
書

に
本
人
の
顔
写
真
を
貼
り
、
返

信
用
封
筒
で
郵
送

②
オ
ン
ラ
イ
ン
で
申
請

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
顔
写
真

を
撮
影
し
、
所
定
の
フ
ォ
ー
ム

か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
申
請

※
申
請
は
任
意
で
す
。

平
成
28
年
1
月
以
降
、
本
人
が

市
町
村
の
窓
口
で
受
け
取
れ
ま

す
。
受
け
取
る
際
、
次
の
3
つ

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

①
通
知
カ
ー
ド

②
交
付
通
知
書

③
運
転
免
許
証
な
ど
の
本
人
確

認
書
類

あなたのマイナンバーと通知カードです

申請してね、個人番号カード

●通知カードはあなたのマイナンバーを証明します
●大切にしてね 、マイナンバーと通知カード

個人番号カード

表面裏面

あなたの「マイナンバー」です。

　平成 28 年 1 月以降、職場や行政手続などの際に、マイナ
ンバーの提示を求められることになります。
　通知カードは、マイナンバーを証明する書類として利用す
ることができます。

【ご注意】
　通知カードは、本人確認の際の身分証明書として利用すること
はできません。写真が表示され、一枚でマイナンバーを証明す
る書類兼本人確認の身分証明書として利用できる個人番号カー
ドの取得をおすすめします。

①マイナンバーの提供を求めることができる者（行政
機関や勤務先など）以外は、マイナンバーの提供を求
めてはならないとされています。
②マイナンバーを、みだりに他人に知らせないように
しましょう。
③マイナンバーが記載されている通知カードは、大切
に保管してください。

■カード 1 枚で本人確認まで
　マイナンバー制度導入後は、就職、転職、
出産育児、病気、年金受給、災害等、多く
の場面でマイナンバーの提示が必要となり
ます。
　その際、通知カードの場合は、運転免許
証やパスポートなど、ほかの本人確認書類
が必要となります。個人番号カードがあれ
ば、一枚で番号確認と本人確認が可能とな
ります。
　個人番号カードの初回交付手数料は、無
料です。

■個人番号カードを取得すると・・・
• 本人確認の際の公的な身分証明書として利
用できる。
• コンビニなどで住民票、印鑑登録証明書な
どの公的な証明書を取得できる。
• 平成 29 年 1 月から開始されるマイナポー
タルへのログインをはじめ、各種の行政手
続のオンライン申請に利用できる。
• オンラインバンキングをはじめ、各種の民
間のオンライン取引に利用できる。
といった、さまざまなメリットを享受する
ことができるようになる見込みです。
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朝稲夕子さん／ 100 歳（堀浦） 田内 博さん／ 100 歳（大溝原）

大村フヂさん／ 100 歳（出水）

園田キクさん／ 104 歳（西上江） 田山セキさん／ 100 歳（南昌明寺）

稲留重信さん／ 101 歳（上向江）

百
歳
以
上
の
皆
さ
ん
を
訪
問

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

　

9
月
21
日
の
敬
老
の
日
を
前
に
、
村
岡
市

長
が
１
０
０
歳
以
上
の
皆
さ
ん
を
訪
問
。
祝

詞
と
敬
老
祝
金
を
手
渡
し
、
長
寿
を
祝
い
ま

し
た
。

　

え
び
の
市
内
で
は
、
今
年
度
中
に
満

１
０
０
歳
に
達
す
る
人
は
、
男
性
1
人
、
女

性
8
人
の
計
9
人
で
す
。
え
び
の
市
在
住
で

１
０
０
歳
以
上
の
人
は
、
男
性
4
人
、
女
性

27
人
の
計
31
人
で
す
（
平
成
27
年
8
月
27
日

現
在
）。

　

最
高
齢
者
は
、
女
性
が
１
０
７
歳
の
濵
邊

ヒ
デ
さ
ん
（
松
原
）、
男
性
が
１
０
１
歳
の

飯
島
正ま

さ
み三
さ
ん
（
町
）
で
す
。

　

え
び
の
市
の
高
齢
化
率
は
、
37
・
56
パ
ー

セ
ン
ト
で
す
（
平
成
27
年
4
月
1
日
現
在
）。

　

市
長
か
ら
祝
詞
を
受
け
た
栗
屋
ハ
ナ
ヱ
さ

ん
（
上
大
河
平
）
は
、「
長
生
き
し
て
い
る
と
、

う
れ
し
い
こ
と
、
悲
し
い
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
し
た
。
長
生
き
で
き
た
の
は
、
う
れ

し
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思

い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

市
長
は
、「
笑
顔
で
い
ら
れ
る
こ
と
が
一

番
で
す
。
来
年
も
ま
た
来
ま
す
。
い
つ
ま
で

も
元
気
で
い
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

※
写
真
の
年
齢
は
、
来
年
3
月
31
日
ま
で
に

到
達
す
る
満
年
齢

谷川ミエさん／ 100 歳（末永）

税
さいしょ

所カノさん／ 102 歳（大明司） 假
か り や

屋マツノさん／ 100 歳（南岡松）
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人事行政の運営状況
　地方公務員法の規定で、地方自治体は、人事行政をどのように運営しているかを公表することが義務付けら
れています。市職員の任免および職員数、給与、勤務時間、その他の勤務条件などについて、市民の皆さんに
お知らせします。

1. 職員の任免および職員数に関する状況
①職員の採用・離職状況（平成 26 年度）

区　　分 一般行政職 税務職 医師・
歯科医師職

薬剤師・
医療技術職

看護・
保健職 福祉職 企業職 技能労務職

その他の
教育職

採用者数 15 人 2 人 1 人 1 人 1 人
離職者数 6 人 2 人 1 人 1 人 1 人 1 人

区　　分
職員数 対前年増減数

Ｈ 23 Ｈ 24 Ｈ 25 Ｈ 26 Ｈ 27 Ｈ 23 Ｈ 24 Ｈ 25 Ｈ 26 Ｈ 27

一
般
行
政
部
門

議　　会 5 5 5 5 5
総　　務 68 72 74 72 74 － 3 ＋ 4 ＋ 2 － 2 ＋ 2
税　　務 18 17 17 17 16 － 1 － 1 － 1
民　　生 22 21 20 22 21 ＋ 1 － 1 － 1 ＋ 2 － 1
衛　　生 23 22 21 21 21 － 3 － 1 － 1
農林水産 37 36 37 39 39 － 1 ＋ 1 ＋ 2
商　　工 5 6 6 6 6 ＋ 1
土　　木 22 23 23 23 22 ＋ 1 － 1
小　　計 200 202 203 205 204 － 6 ＋ 2 ＋ 1 ＋ 2 － 1

特別行政
部門

教　　育 25 24 22 23 21 ＋ 1 － 1 － 2 ＋ 1 － 2
小　　計 25 24 22 23 21 ＋ 1 － 1 － 2 ＋ 1 － 2

公営企業等
会計部門

水　　道 9 9 9 9 9
病　　院 40 39 40 40 40 ＋ 1 － 1 ＋ 1
そ　の　他 26 24 24 24 25 ＋ 1 － 2 ＋ 1
小　　計 75 72 73 73 74 ＋ 2 － 3 ＋ 1 ＋ 1

合　　計 300 298 298 301 299 － 3 － 2 ± 0 ＋ 3 － 2

②職員数の推移状況（各年４月１日現在） （単位：人）

2. 職員の給与の状況
①職員給与費の状況（平成 27 年度普通会計当初予算）

職員数（Ａ）
給与費 １人当たり給与費

（Ｂ／Ａ）給料 職員手当 期末・勤勉手当 合計（Ｂ）
229 人 886,467 千円 109,785 千円 327,646 千円 1,323,898 千円 5,781 千円

（注）1. 市長、副市長および教育長は除きます。　2. 職員手当には、退職手当は含みません。

区　　分 えびの市 国

一般行政職
大学卒 174,200 円 174,200 円
高校卒 142,100 円 142,100 円

②職員の初任給の状況（平成 27 年４月１日現在）

区　　分 平均年齢 平均給料月額

一般行政職
大学卒 40.9 歳 315,100 円
高校卒 39.9 歳 309,000 円

技能労務職 高校卒 48.4 歳 368,900 円

③職員の平均年齢、平均給料月額の状況（平成 27 年 4 月１日現在）

④一般行政職職員の級別職員数の状況（平成 27 年４月１日現在）

区　　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級
標準的な
職務内容

主事・主事補
技師・技師補

主事
技師

主任主事
主任技師

係長
主査 課長補佐 課長

職員数 17 人 32 人 28 人 99 人 21 人 22 人
構成比 7.8　％ 14.6％ 12.8％ 45.2％ 9.6％ 10.0％

（注）標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です（職員数には、保健師、栄養士は含みません）。

⑤主な職員手当の状況（平成 27 年４月１日現在）

手当名 えびの市 国

扶養手当
（月額）

配偶者　　　　　　　　　   13,000 円

本市と同じ

扶養親族                  1 人につき 6,500 円

扶養親族（配偶者無）
                                 1 人目のみ 11,000 円

特定期間加算（満 16 歳～満 22 歳）
　　　　　　　　１人につき 5,000 円

住居手当
（月額）

借家・借間（最高限度額：27,000 円）
・家賃 12,001 円以上 23,000 円以下
   家賃額－ 12,000 円を支給

・家賃 23,001 円以上
   （家賃額－ 23,000 円）× 1/2
   ＋ 11,000 円を支給

本市と同じ

通勤手当
（月額）

交通機関利用者
                                支給限度額 55,000 円 本市と同じ

交通用具利用者
使用距離に応じて
                                  3,500 円～ 24,500 円

使用距離に
応じて

2,000 円～
24,500 円

期末勤勉
手当

（加算措置）
職制上の段階等による加算措置あり

本市と同じ

退職手当

本市と同じ

（その他の加算措置）
定年前早期退職特例措置
２～ 20％加算

定年前早期退職
特例措置

3 ～ 45％加算

期末手当 勤勉手当
6 月期 1.225 月 0.75 月

12 月期 1.375 月 0.75 月
計 2.6 月 1.5 月

自己都合 勧奨・定年
勤続 20 年 20.445 月分 25.556 月分
勤続 25 年 29.145 月分 34.582 月分
勤続 35 年 41.325 月分 49.59 月分
最高限度 49.59 月分 49.59 月分

⑥特別職の給料等の状況（平成 27 年４月１日現在）

①勤務時間等の状況

区　　分 給料等月額 期末手当支給割合

給
料

市　長 772,000 円

  6 月期　1.475 月
12 月期　1.625 月

計　3.1 月

副市長 616,000 円

報
酬

議　長 357,000 円
副議長 315,000 円
議　員 304,000 円

　国民の祝日と年末年始の期間（12 月 29 日～翌年１月３日）
は、休日として勤務を要しないことになっています。
②休暇等の状況
　職員の休暇には、年次有給休暇、病気休暇、特別休暇、介護
休暇、組合休暇があります。

3. 職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

4. 職員の分限および懲戒処分の状況
①分限処分の状況（平成 26 年度）

②懲戒処分の状況（平成 26 年度）

5. 職員の服務の状況
　職員には、地方公務員法第 30 条に「全体の奉仕者として
公共の利益のために勤務し、かつ、職務の遂行にあたっては、
全力を挙げてこれに専念しなければならない」と、服務の根
本基準が定められています。職員は、これらの法令および服
務規程などを遵守し、職務を遂行しています。

6. 職員の研修および勤務成績の評定の状況
　市では、行政課題解決と質のよい行政サービスを提供する
ための職員研修を実施しています。平成 26 年度では、派遣
研修を 495 人、市単独研修を 800 人が受講しています。

7. 職員の福祉および利益の保護の状況
①厚生福利制度
　職員は、職員またはその被扶養者の病気・負傷・出産・死亡・
災害等に関して適切な給付を行うための相互救済を目的とす
る共済制度（宮崎県市町村職員共済組合）に加入しています。
また、互助組織である職員厚生会による体育レクリエーショ
ン事業などを通じて職員相互の親ぼくを図り、健康で明るい
職場づくりに努めています。

②公務災害補償制度
　職員が、公務上または公務のための通勤途上に、負傷・疾病・
死亡等の災害を受けた場合、地方公務員災害補償基金より一
定の補償が行われます。

③利益保護制度
　職員は、地方公務員法の定めで、給与・勤務時間その他の
勤務条件に関し、公平委員会に対して地方公共団体の当局に
より適当な措置がとられるべきことを要求できます。また、
懲戒処分など、自己に不利益な処分を受けた場合、公平委員
会に対して不服申立てを行うことができます。

■公平委員会の業務の状況報告
①勤務条件に関する措置の要求の状況
　平成 26 年度に、措置の要求はありませんでした。
②不利益処分に関する不服申立ての状況
　平成 26 年度に、不服申立てはありませんでした。

■お問い合わせ先
市総務課人事係
☎ 35-1111（内線 312・315）
※詳しい内容は、市公式ホームページでも、公表していま
す。

〈アドレス〉http://www.city.ebino.lg.jp/

勤務時間の割り振り
始業時間 終業時間 休憩時間 週休日

午前 8 時 30 分 午後 5 時 15 分 正午～午後 1 時 土・日曜日

区分 免職 降任 休職
分限 0 人 0 人 2 人

区分 免職 停職 減給 戒告
懲戒 0 人 0 人 0 人 0 人
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CIVIC NEWS
市政ニュース

路
線
バ
ス
の
利
用
が
便
利
に

市
内
2
カ
所
に
バ
ス
停
を
増
設

　

10
月
１
日
か
ら
、
文
化
セ
ン

タ
ー
と
市
立
病
院
前
に
、
宮
崎
交

通
株
式
会
社
が
運
営
す
る
路
線
バ

ス
の
バ
ス
停
が
設
置
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
公
共
交
通
機
関
の
利

用
促
進
と
、
え
び
の
市
文
化
セ
ン

タ
ー
や
図
書
館
、
市
立
病
院
周
辺

へ
行
く
場
合
の
利
便
性
の
向
上
を

目
的
に
、
市
が
宮
崎
交
通
株
式
会

社
へ
バ
ス
停
の
設
置
を
要
望
し
、

実
現
し
た
も
の
で
す
。

　

新
し
く
設
置
さ
れ
る
バ
ス
停
に

は
、
京
町
方
面
か
ら
８
便
、
小
林

方
面
か
ら
８
便
の
計
16
便
が
停
ま

り
ま
す
。
時
刻
表
に
つ
い
て
は
、

宮
崎
交
通
株
式
会
社
小
林
バ
ス
セ

ン
タ
ー
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
路
線
バ
ス
は
、
え
び
の
市

と
小
林
市
を
結
ぶ
重
要
な
公
共
交

通
機
関
の
た
め
、
え
び
の
市
、
小

林
市
、
国
お
よ
び
県
は
、
協
調
し

て
宮
崎
交
通
株
式
会
社
へ
運
行
費

の
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
宮
崎
交
通
株
式
会
社
小
林
バ
ス

セ
ン
タ
ー

☎
23
‐
３
１
２
３

問
市
企
画
課
政
策
係

☎
35
─１
１
１
１
（
内
線
３
２
２
）バス停設置予定地（市立病院前）

参加者は、濱田氏の講演を熱心に聞いていました

　

8
月
18
日
、
え
び
の
市
文
化
セ

ン
タ
ー
で
、「
平
成
27
年
度
ま
ち

づ
く
り
講
演
会
」が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
地
域
に
お
け
る
課

題
解
決
の
あ
り
方
を
考
え
る
き
っ

か
け
に
し
て
も
ら
お
う
と
毎
年

行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

講
演
前
に
は
、
自
治
会
活
動
功

労
者
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
表

彰
を
受
け
た
の
は
、
米
倉
一
男
さ

ん（
西
郷
自
治
会
）、
宇
都
純す

み
よ
し良

さ
ん（
上
上
江
自
治
会
）、
松
田

多た

づ

こ

鶴
子
さ
ん（
上
原
田
自
治
会
）、

海
江
元
キ
ヨ
子
さ
ん（
白
鳥
自
治

会
）で
す
。

　

講
演
に
は
、
市
内
の
自
治
会
員

な
ど
約
３
０
０
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
講
師
に
は
、
有
限
会
社
綾
わ

く
わ
く
フ
ァ
ー
ム
代
表
取
締
役
の

濱
田
倫み

ち
の
り紀
氏
が
招
か
れ
ま
し
た
。

　

濱
田
氏
は
、「
小
さ
な
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
か
ら
の
近
未
来
経
営
」の

演
題
で
、
綾
町
の
実
情
を
踏
ま
え

て
の
地
域
づ
く
り
の
あ
り
方
や
定

住
移
住
に
関
わ
る
活
動
に
つ
い
て

講
演
を
行
い
ま
し
た
。

問
市
民
協
働
課
市
民
協
働
係

☎
35
─１
１
１
１
（
内
線
３
５
２
）

課
題
解
決
の
方
法
を
考
え
る

平
成
27
年
度
ま
ち
づ
く
り
講
演
会

二重袋にすると中身が確認できないため、
不適合物としてみなされます。直接プラの
指定袋に入れて出しましょう。

プラマークをしっかり確認しましょう。プ
ラマークのあるものは、汚れや異物を取
り除いてから出しましょう。

収集されたプラの指定袋の中には、生ごみ、紙おむつ、ビニール手袋、空き缶、ハンガー、
洗面器などが混入していることがあります。プラスチック製のハンガーや洗面器などは、
容器包装ではなく商品そのものですので、不適合物となります。分別の際は、燃やせるご
みとして扱いましょう。

　

市
で
収
集
し
て
い
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容

器
包
装
（
以
下
プ
ラ
）
は
、
小
林
市
の
中
間

処
理
施
設
で
選
別
さ
れ
、
リ
サ
イ
ク
ル
業
者

へ
引
き
渡
さ
れ
て
い
ま
す
。
選
別
の
際
、
汚

れ
が
付
着
し
て
い
る
も
の
や
プ
ラ
マ
ー
ク
が

な
い
も
の
は
、
資
源
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
で

き
ま
せ
ん
。

　

中
間
処
理
施
設
で
は
、
す
べ
て
手
作
業
で

リ
サ
イ
ク
ル
で
き
な
い
も
の
を
不
適
合
物
と

し
て
取
り
除
き
ま
す
。
不
適
合
物
が
増
え
る

と
選
別
作
業
効
率
の
低
下
や
正
し
く
分
別
さ

れ
た
プ
ラ
が
汚
れ
る
な
ど
の
悪
影
響
を
与
え

て
し
ま
い
ま
す
。

　

最
近
、
増
え
て
い
る
の
が
シ
ャ
ン
プ
ー
な

ど
の
ボ
ト
ル
類
、
チ
ュ
ー
ブ
類
の
不
適
合
物

の
混
入
で
す
。
キ
ャ
ッ
プ
・
本
体
と
も
プ
ラ

で
す
が
、
キ
ャ
ッ
プ
が
つ
い
た
ま
ま
だ
と
、

洗
浄
さ
れ
て
い
な
い
可
能
性
が
高
い
と
い
う

こ
と
か
ら
、
不
適
合
物
と
な
り
ま
す
。
こ
れ

ら
は
、
中
を
す
す
い
で
、
キ
ャ
ッ
プ
を
は
ず

し
て
か
ら
出
し
ま
し
ょ
う
。

　

判
別
が
難
し
い
場
合
は
、
市
美
化
セ
ン

タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
市
美
化
セ
ン
タ
ー

☎
33
‐
５
７
８
２

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
の
正
し
い
分
別
を

●プラとよく間違われるもの

最
近
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
の
ご
み
袋
の
中
に
不
適
合
物
の
混
入
が
増
え
て
い
ま
す
。
正
し
く
分
別
が
さ
れ
て
い
な
い
と
、

資
源
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

●不適合物の混入を防ぐポイント
○二重袋にしない ○プラマークを確認する

14広報



17  Ebino City Public Relations, 2015.9 16広報

CIVIC NEWS
市政ニュース

新
た
な
雇
用
の
創
出
に
寄
与

子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
守
る

昭
南
ハ
イ
テ
ッ
ク
ス
が
工
場
を
増
設

通
学
路
危
険
箇
所
合
同
点
検

　

市
の
指
定
企
業
で
あ
る
昭
南
ハ

イ
テ
ッ
ク
ス
株
式
会
社
が
、
市
内

に
工
場
を
増
設
す
る
こ
と
を
決
定

し
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
9
月

2
日
、
市
役
所
で
企
業
立
地
協
定

書
の
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
企
業
と
市
が
連
携
を

密
に
す
る
こ
と
で
、
企
業
の
安
定

し
た
事
業
展
開
や
市
の
産
業
の
振

興
と
雇
用
機
会
の
拡
大
な
ど
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
た
も
の

で
す
。

　

新
た
に
開
設
す
る
工
場
で
は
、

半
導
体
製
造
の
前
期
工
程
等
を
担

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
子
ど
も

た
ち
の
通
学
の
安
全
を
確
保
す
る

た
め
、
8
月
18
日
、
各
小
学
校
区

で
通
学
路
危
険
箇
所
合
同
点
検
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

各
学
校
で
は
、
登
下
校
時
の

安
全
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

ハ
ー
ド
面
の
整
備
は
関
係
機
関
の

協
力
が
必
要
で
す
。
こ
の
点
検
は
、

各
関
係
機
関
と
合
同
で
行
う
こ
と

で
、
危
険
箇
所
の
情
報
の
共
有
と

改
善
を
行
う
た
め
に
実
施
し
た
も

の
で
す
。

　

点
検
に
は
、
小
林
土
木
事
務
所
、

い
ま
す
。

　

同
社
で
は
、
平
成
27
年
度
中
に

26
人
、
平
成
28
年
度
に
は
39
人
の

新
規
雇
用
者
が
採
用
さ
れ
る
予
定

で
す
。

　

調
印
式
で
、
同
社
の
原
田
揚よ

う
い
ち一

代
表
取
締
役
は
「
市
内
の
優
秀
な

人
材
を
雇
用
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
市
内
で
の
雇
用
促
進
に
つ

な
が
れ
ば
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。

問
市
観
光
商
工
課
企
業
誘
致
・
商

工
振
興
室

☎
35
‐
１
１
１
１（
内
線
３
３
３
）

え
び
の
警
察
署
、
市
建
設
課
、
市

基
地
・
防
災
対
策
課
、
市
農
林
整

備
課
、
市
学
校
教
育
課
、
各
小
中

学
校
の
教
職
員
ら
約
30
人
が
参
加
。

転
落
す
る
恐
れ
の
あ
る
水
路
や

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
な
い
通
学
路
な

ど
約
30
か
所
を
見
て
回
り
ま
し
た
。

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
今
回
の

点
検
の
結
果
を
踏
ま
え
、
各
関
係

機
関
と
連
携
を
図
り
、
対
応
で
き

る
も
の
か
ら
改
善
し
て
い
き
ま
す
。

問
市
学
校
教
育
課
教
育
係

☎
35
‐
１
１
１
１（
内
線
４
１
５
）

調印式後、協定書を掲げる村岡市長と原田代表取締役

警察、道路管理者、教職員などが合同で点検当時の状況や取り組みを語る香川氏

　

8
月
28
日
、
え
び
の
市
文
化
セ

ン
タ
ー
で
、「
え
び
の
市
家
畜
防

疫
推
進
大
会
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
平
成
22
年
4
月
に
口

蹄
疫
が
発
生
し
て
か
ら
5
年
が
経

過
し
た
こ
と
を
受
け
、
畜
産
農
家

等
に
自
衛
防
疫
の
重
要
性
を
再
確

認
し
て
も
ら
お
う
と
、
え
び
の
市

畜
産
振
興
会
の
主
催
で
行
わ
れ
た

も
の
で
す
。
大
会
に
は
、
市
内
の

畜
産
農
家
な
ど
約
１
１
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
口
蹄
疫
に
関
す
る

Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
上
映
や
防
疫
に
関
す
る

講
演
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
、
有
限
会
社
香
川
畜

産
代
表
取
締
役
の
香
川
雅
彦
氏
が

招
か
れ
ま
し
た
。
香
川
氏
は
、「
口

蹄
疫
終
息
か
ら
の
地
域
防
疫
に
つ

い
て
」の
演
題
で
講
演
。「
疾
病
の

な
い
地
域
構
築
で
大
切
な
こ
と
は

生
産
者
自
身
が
受
益
者
だ
と
い
う

こ
と
を
忘
れ
な
い
こ
と
。
誰
が
主

役
な
の
か
を
考
え
て
実
行
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
」と
話
し
て

い
ま
し
た
。

問
市
畜
産
農
政
課
畜
産
振
興
室

☎
35
─１
１
１
１
（
内
線
２
２
２
）

防
疫
の
重
要
性
を
再
確
認

え
び
の
市
家
畜
防
疫
推
進
大
会

　

総
務
省
で
は
、
行
政
相
談
制
度

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
多
く
の

人
に
行
政
相
談
を
利
用
し
て
も
ら

う
た
め
に
、
10
月
19
日（
月
）か
ら

25
日（
日
）ま
で
の
1
週
間
を「
行

政
相
談
週
間
」と
定
め
て
い
ま
す
。

　

国
な
ど
の
仕
事
に
つ
い
て
、「
苦

情
や
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
」、

「
相
談
し
て
み
た
が
説
明
に
納
得

が
い
か
な
い
」、「
制
度
や
仕
組
み

が
わ
か
ら
な
い
」、「
ど
こ
に
相
談

し
た
ら
よ
い
か
分
か
ら
な
い
」な

ど
困
り
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

行
政
相
談
委
員
に
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
毎
月
第
１
水
曜
日
に

行
政
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固

く
守
り
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

【
相
談
日
】毎
月
第
１
水
曜
日

【
時
間
】午
前
10
時
～
午
後
3
時

【
場
所
】市
役
所
2
階
2
‐
１
会
議

室【行
政
相
談
委
員
】永
田
萌
子
・
馬

越
脇
泰
二

※
行
政
相
談
委
員
は
総
務
大
臣
の

委
嘱
を
受
け
、
無
報
酬
で
活
動
し

て
い
ま
す
。
公
平
中
立
な
立
場
か

ら
解
決
を
促
進
す
る
お
手
伝
い
を

し
て
い
ま
す
。

【
相
談
料
】無
料

※
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

【
そ
の
他
】

　

相
談
は
、
総
務
省
宮
崎
行
政
評

価
事
務
所
で
も
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
全
国
ど
こ
か
ら
で
も
同
じ

番
号
で
か
け
ら
れ
る
行
政
苦
情

１
１
０
番
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
行
政
苦
情
１
１
０
番

☎
０
５
７
０
‐
０
９
０
‐
１
１
０

問
市
民
環
境
課
生
活
環
境
係

☎
35
‐
１
１
１
１（
内
線
２
８
６
）

行
政
の
対
応
に
困
っ
た
ら

10
月
19
日
～
25
日
は
行
政
相
談
週
間
で
す

行政相談委員の馬越脇泰二さん、永田萌子さん
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8
月
19
日
、
Ｊ
Ａ
え
び
の
市
加

久
藤
支
店
に
、
え
び
の
地
区
防
犯

協
会
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。
感
謝
状
を
受
け
取
っ
た
の

は
、
西
脇
勲
支
店
長
と
園
田
由
佳

さ
ん
で
す
。

　

2
人
は
、
大
金
を
下
ろ
そ
う
と

し
て
い
た
女
性
に
声
を
か
け
る
な

ど
し
て
、
特
殊
詐
欺
被
害
を
未
然

に
防
止
し
ま
し
た
。

　

西
脇
支
店
長
は
、「
今
後
も
、

特
殊
詐
欺
被
害
を
未
然
に
防
止
で

き
る
よ
う
に
、
取
り
組
み
を
強
化

し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　

8
月
9
日
、
真
幸
ア
リ
ー
ナ
で

「
人
権
ミ
ニ
フ
ェ
ス
タ
㏌
え
び
の
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
人
権
啓
発
強
調
月
間

に
合
わ
せ
て
、
人
権
に
関
す
る
意

識
を
高
め
て
も
ら
お
う
と
行
っ
た

も
の
で
す
。
フ
ェ
ス
タ
で
は
、
手

話
ソ
ン
グ
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
な
ど
の

披
露
や
元
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

の
道
志
真
弓
氏
に
よ
る
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

道
志
氏
は
、「『
笑
顔
の
戦
士
』

生
き
て
い
る
っ
て
幸
せ
」
の
演
題

で
講
演
。生
き
る
と
い
う
こ
と
の

素
晴
ら
し
さ
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

8
月
8
日
、
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
野

外
ス
テ
ー
ジ
で
「
第
17
回
太
鼓
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
㏌
え
び
の
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
多
く
の
人
に
和
太
鼓
の

素
晴
ら
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、

2
年
に
１
回
、
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

実
行
委
員
会
の
主
催
で
行
わ
れ
て
い
る

JA えびの市加久藤支店に感謝状贈呈

特殊詐欺を未然に防止
人権ミニフェスタ in まさき

人権への意識を高める

太鼓の響きを楽しむ
第17回太鼓フェスティバルinえびの

も
の
で
す
。

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
は
、
市
内
外
か

ら
10
団
体
が
参
加
。
園
児
た
ち
の
か
わ

い
い
演
奏
や
「
え
び
の
太
鼓
」
な
ど
の

迫
力
あ
る
演
奏
が
行
わ
れ
る
た
び
に
、

会
場
か
ら
た
く
さ
ん
の
拍
手
と
歓
声
が

お
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

8
月
30
日
、
西
長
江
浦
の
南
方

神
社
な
ど
を
会
場
に「
大
太
鼓
踊

り
」が
行
わ
れ
、
西
長
江
浦
大
太

鼓
踊
保
存
会
の
22
人
が
踊
り
を
披

露
し
ま
し
た
。

　

大
太
鼓
踊
り
は
通
称「
ウ
バ
ッ

チ
ョ（
大
ば
ち
）踊
り
」と
も
い
い
、

４
０
０
年
以
上
の
歴
史
が
あ
り
ま

す
。
踊
り
手
は
、
直
径
１
２
０
セ

ン
チ
も
あ
る
大
太
鼓
を
か
つ
ぎ
、

鉦か
ね

や「
ヤ
ァ
ー
ド
ッ
コ
イ
」の
か
け

声
に
合
わ
せ
勇
壮
に
踊
り
ま
す
。

　

市
内
外
か
ら
訪
れ
た
約
２
０
０

人
は
、
迫
力
あ
る
踊
り
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

　

8
月
21
日
か
ら
25
日
の
5
日
間
、
市

相
撲
場
で
大
相
撲
武
蔵
川
部
屋
の
合
宿

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
合
宿
に
は
、
武
蔵

川
親
方（
元
横
綱
武
蔵
丸
）と
弟
子
8
人

が
参
加
。
稽け
い
こ古

で
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

合
宿
中
に
は
、
子
ど
も
ふ
れ
あ
い
イ

ベ
ン
ト
や
道
の
駅
え
び
の
で
の
ト
ー
ク

西長江浦の南方神社で大太鼓踊り

迫力ある踊りで五穀豊穣

市民との交流を図る
武蔵川部屋がえびの市で合宿

シ
ョ
ー
を
行
う
な
ど
、
市
民
と
の
交
流

を
深
め
ま
し
た
。ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で
は
、

ク
イ
ズ
や
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
、
ス
イ
カ

割
り
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

あ
る
来
場
者
は
、「
力
士
さ
ん
の
体

の
大
き
さ
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
」と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　

8
月
22
日
、
Ｊ
Ｒ
肥
薩
線
の
第

二
山
神
ト
ン
ネ
ル
周
辺
で
慰
霊
祭

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
１
９
４
５
年
8
月
22

日
に
同
ト
ン
ネ
ル
で
起
き
た
事
故

（
復
員
軍
人
を
乗
せ
た
列
車
が
後

退
し
、
56
人
が
死
亡
）の
犠
牲
者

を
し
の
ぼ
う
と
、
戦
後
70
年
を
節

目
に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

慰
霊
祭
に
は
、
隊
友
会
え
び
の

支
部
の
メ
ン
バ
ー
な
ど
約
20
人
が

参
加
。
慰
霊
碑
周
辺
の
草
刈
り
や

清
掃
を
行
っ
た
あ
と
、
慰
霊
碑
に

献
花
し
て
犠
牲
者
の
冥
福
を
祈
り

ま
し
た
。

JR肥薩線・第二山神トンネル周辺で慰霊祭

列車事故犠牲者の冥福を祈る
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聞いてくれる人を笑顔にしたい

Profile

のだゆうが／東原田／
7 歳／趣味：そろばん

未
来
の
民
謡
歌
手　

野
田
侑
楽 

君

み
ん
よ
う
全
国
大
会
で
5
位
入
賞

　
「
結
果
は
、
ロ
ビ
ー
に
は
り
出
さ
れ
ま
し
た
。
自

分
の
名
前
を
見
つ
け
た
と
き
は
、
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。
で
も
、
も
っ
と
上
位
に
入
っ
て
い
る
と
思
っ

て
い
た
の
で
悔
し
さ
も
あ
り
ま
し
た
」と
話
す
の
は
、

野
田
侑
楽
君（
東
原
田
／
飯
野
小
1
年
）で
す
。

　

野
田
君
は
、
7
月
19
日
に
、
江
戸
東
京
博
物
館（
東

京
）で
行
な
わ
れ
た『
第
54
回
郷
土
民
謡
民
舞
青
少
年

み
ん
よ
う
全
国
大
会
』に
出
場
。
コ
ン
ク
ー
ル
部
門

小
学
生
低
学
年
の
部
で
、
出
場
者
22
人
中
、
見
事
5

位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。
入
賞
者
7
人
の
な
か
で

は
唯
一
の
1
年
生
で
す
。

　

同
大
会
に
は
、
南
九
州
地
区（
熊
本
・
宮
崎
・
鹿

児
島
）大
会
の
上
位
3
人
が
出
場
で
き
ま
す
。
野
田

さ
ん
は
、
同
地
区
大
会
で
準
優
勝
し
、
全
国
大
会

へ
の
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。「
地
区
大
会
で
は
、

準
優
勝
だ
っ
た
の
で
、
全
国
大
会
で
は
優
勝
を
目
指

し
て
毎
日
歌
の
練
習
を
し
ま
し
た
。
本
番
で
は
5
位

と
い
う
結
果
で
し
た
が
、
最
後
ま
で
緊
張
す
る
こ
と

な
く
練
習
ど
お
り
に
歌
う
こ
と
が
で
き
、
満
足
し
て

い
ま
す
」

き
っ
か
け
は
祖
母
の
一
言

　

野
田
君
が
民
謡
を
歌
い
始
め
た
の
は
5
歳
の
と
き
。

き
っ
か
け
は
、
祖
母
か
ら
の
一
言
で
し
た
。「
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
に
、『
侑
楽
は
鼻
歌
が
上
手
だ
か
ら
民
謡

を
習
っ
て
み
た
ら
』と
言
わ
れ
ま
し
た
。
も
と
も
と

歌
う
こ
と
が
好
き
だ
っ
た
の
で
、
民
謡
を
習
う
こ
と

を
決
め
ま
し
た
」

　
「
練
習
は
、
月
に
4
回
、
小
林
市
に
あ
る
民
謡
教

室
で
行
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
歌
い
に
行
く
の
で
は
な

く
、
毎
回
1
つ
目
標
を
決
め
て
、
う
ま
く
歌
え
る
よ

う
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。」

　

民
謡
は
、
人
か
ら
人
へ
口
承
で
受
け
継
が
れ
て
い

き
ま
す
。
楽
譜
な
ど
は
な
い
そ
う
で
す
。「
練
習
で
は
、

先
生
が
歌
う
の
を
繰
り
返
し
ま
ね
を
し
て
曲
を
覚
え

ま
す
。
先
生
が
手
振
り
で
音
の
上
げ
下
げ
を
教
え
て

く
れ
ま
す
。
先
生
か
ら
少
し
で
も
目
を
離
す
と
歌
え

な
く
な
る
の
で
気
が
抜
け
ま
せ
ん
」

　

練
習
だ
け
で
は
、
人
前
で
う
ま
く
歌
う
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。「
月
に
2
回
程
度
、
福
祉
施
設
等
で
の

祭
り
や
、
市
内
外
で
行
わ
れ
る
発
表
会
な
ど
に
参
加

し
て
い
ま
す
。
最
初
は
緊
張
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
け

ど
、
何
度
も
人
前
で
歌
っ
て
い
く
う
ち
に
、
ど
ん
な

舞
台
で
も
緊
張
し
な
く
な
り
ま
し
た
。
今
で
は
、
人

前
で
歌
う
の
が
楽
し
く
て
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
」

　

観
客
の
笑
顔
が
動
力
源
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
野

田
君
。「
僕
が
歌
う
と
、
聞
い
て
い
る
人
た
ち
が
笑

顔
に
な
り
ま
す
。
そ
の
姿
を
見
る
と
、
も
っ
と
上
手

く
な
っ
て
、
た
く
さ
ん
の
人
を
喜
ば
せ
た
い
と
い
う

気
持
ち
が
強
く
な
り
ま
す
」と
話
し
ま
す
。

大
好
き
な
曲
で
全
国
1
位
に

　

野
田
君
の
一
番
好
き
な
曲
は『
夜
神
楽
せ
り
唄
』。

こ
れ
は
、
高
千
穂
町
の
夜
神
楽
の
時
に
歌
わ
れ
る
、

躍
動
感
に
あ
ふ
れ
た
民
謡
で
す
。「
練
習
の
と
き
に
、

お
兄
ち
ゃ
ん
や
お
姉
ち
ゃ
ん
が
歌
っ
て
い
る
の
を
聞

い
て
好
き
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
の
全
国
大
会
に
は
、

こ
の
曲
で
挑
戦
し
ま
し
た
。
来
年
は
、
も
っ
と
練
習

し
て
、
こ
の
曲
で
優
勝
し
た
い
で
す
」と
意
気
込
み

ま
す
。
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夢は、多くの人がかなえた
いと願うものです。同時

に、夢を持つからこそ「挫折」
や「不安」が生まれます。
　この本には、そういった夢
のネガティブな側面とどう向
き合っていけばいいのか、人
は夢と共にどう生きるべきな
のか。この疑問に対する答え
が書かれています。
　今の自分の生き方を見つめ
直す、大きなきっかけになる1
冊です。

それでも僕は夢を見る

水野敬也／作　鉄拳／画
（文響社）

インドの少年ビッキーに
は家がありません。貧

しくて、ふつうの学校に行け
な い ビ ッ キ ー は、 駅 の10番
ホームにある、薄暗くて、机
もイスもない学校に通ってい
ます。
　でもビッキーは一生懸命に
勉強をしています。誰に言わ
れたわけでもないのに。
　この本は、夢に向かって走
る少年ビッキーのノンフィク
ション物語です。

ぼくの学校は駅の10番ホーム

今西乃子／文　浜田一男／写真
（旺文社）

◎イベント
ぬいぐるみお泊まり会
あなたの大切なぬいぐるみや人形を図書館にお泊まり
させてみませんか。ぬいぐるみたちは、夜の図書館でど
んなことをするのかな。その様子を冊子にまとめてプ
レゼントします。
●日時＝10月11日（日）午後2時～ 12日（月）午後3時
●定員＝10組 ※定員になり次第、締め切ります。

「おとぎのくに」の壁面を一緒に作ろう
●日時＝10月17日（土）午後3時30分～午後4時30分
●場所＝学習室・おとぎのくに（参加料は無料）

えびの市民図書館
☎35-0242  http://www.e-tosho.com/ebino/index.html

おすすめの一冊

■開館時間■　火曜日～土曜日／午前9時～午後7時　日曜日・祝日／午前9時～午後5時 
■休 館 日■　毎週月曜日（祝日法に定める休日と重なった場合はその翌日）　

［最近入ったおすすめ本］
○「老後破産」　NHK スペシャル取材班 著　新潮社
○「生きるということ」　なかにし礼 著　毎日新聞出版
○「田んぼアートのキセキ」　葛西 幸男 著　主婦と生活社
○「野の花のあったか話」　徳永 進 著　岩波書店
○「豹変」　今野 敏 著　KADOKAWA

（短歌）竹下妙子さん☎ 37 ｰ 3056　（俳句）松山良文さん☎33 ｰ 4904　（詩）ポエム同好会（石井高子さん）☎ 33 ｰ 0010まで

心の一首一句 あなたもつくってみませんか。

※おはなし会：乳幼児10：30 ～ 11：00、4歳以上11：00 ～ 11：30
※移動図書館巡回：①「飯野駅前地区体育館→飯野出張所」②「自衛隊
官舎→麓橋団地」③「岡元小学校→市立病院→さくら苑」④「老人福祉
センター」⑤「飯野地区コミュニティセンター→警察署官舎」

◎10月のスケジュール
月間行事

1 木 移動図書館車巡回④ 15：30 ～ 15：55
2 金 移動図書館車巡回⑤ 14：05 ～ 15：15
3 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30
5 月 休館日
7 水 移動図書館車巡回① 14：05 ～ 15：15
9 金 移動図書館車巡回② 15：30 ～ 16：30

10 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30
13 火 休館日
14 水 移動図書館車巡回③ 13：20 ～ 15：15
15 木 移動図書館車巡回④ 15：30 ～ 15：55
16 金 ブックスタート（1歳児に絵本配布）

移動図書館車巡回⑤ 14：05 ～ 15：15
17 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30

土曜シネマ「シュレック3」 13：30 ～　　　
19 月 休館日
21 水 移動図書館車巡回① 14：05 ～ 15：15
23 金 移動図書館車巡回② 15：30 ～ 16：30
24 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30
26 月 休館日
28 水 休館日（館内整理日）

移動図書館車巡回③ 13：20 ～ 15：15
29 木 移動図書館車巡回④ 15：30 ～ 15：55
30 金 移動図書館車巡回⑤ 14：05 ～ 15：15
31 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30

遠
く
ま
で
続
く
田
の
面
を
渡
る
風

緑
の
波
の
輝
き
い
た
り

下
浦
　
亀
澤
尚
子

　
月
見
月
の
九
月
は
自
然
界
す
べ
て
が
秋
の
光

を
受
け
透
明
感
が
あ
り
白
く
輝
い
て
い
る
。見

は
る
か
す
田
の
面
を
渡
る
風
に
ま
る
で
緑
の
さ

ざ
波
の
よ
う
な
感
動
と
喜
び
を
味
わ
う
。日
が

落
ち
て
野
分
の
風
が
吹
く
た
そ
が
れ
ど
き
。そ

れ
も
又
日
本
だ
け
の
「
侘
び
寂
」
の
世
界
で
あ

る
事
を
知
る
作
者
の
詠
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
評
：
竹
下
妙
子
）

短
歌絵

馬
吊
る
す
金
松
法
然
涼
新
た

白
鳥
　
松
山
夢
真

　
ほ
っ
と
す
る
よ
う
な
涼
気
、
絵
馬
に
願
い
を

託
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
自
註
）

俳
句詩う

み

田
代
　
岩
元
定
子

毎
年
夏
に
な
る
と

海
が
恋
し
く
な
る

今
年
も
娘
の
近
く
の

小
浜
海
水
浴
場
へ

二
人
の
孫
も
ひ
き
連
れ
て

久
し
ぶ
り
に
三
人
海
に
は
い
る

何
と
も
言
え
な
い
心
地
よ
さ

歌
い
な
が
ら
海
の
中
で

足
を
上
げ
た
り
腰
を
ひ
ね
っ
た
り

思
う
存
分
動
き
ま
わ
る

や
っ
ぱ
り
い
い
な
ァ
ー

潮
の
か
お
り
を
う
け

ま
ん
ぞ
く
　
満
足
‼

●揚げどりの甘酢

京町いきいきサロンボランティアの皆さん

甘酢の香ばしい香りが食欲をそそる一品

レシピ

【材料】（3人分）
鶏もも肉 300g、小麦粉 大さ
じ1、片栗粉 大さじ1、酢 大
さじ4、砂糖 大さじ4、
A：しょう油 大さじ1、酒 大
さじ1、ショウガ汁 小さじ1
B：ピーマン 2個、赤ピーマ
ン 1個、タマネギ 1個、パイ
ナップル缶詰（輪切り） 2枚

【作り方】
① 鶏 も も 肉 に A で 下 味 を つ け る 。
② ① を 小 麦 粉 、 片 栗 粉 を つ け 、 油 で 揚 げ る 。
③ ② を お 好 み の 大 き さ に 切 っ た B と 一 緒 に 炒
め る 。
④ ③ に 酢 と 砂 糖 で 作 っ た 甘 酢 、 水 溶 き 片 栗 粉
を 入 れ て と ろ み を つ け る 。

今
月
紹
介
す
る
の
は
、
京

町
い
き
い
き
サ
ロ
ン

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が

作
っ
た
「
揚
げ
ど
り
の
甘
酢
」

で
す
。

　

揚
げ
ど
り
の
甘
酢
は
、
鶏
肉
の

柔
ら
か
い
食
感
と
甘
酢
の
優
し
い

酸
味
が
絶
妙
な
一
品
で
す
。甘
酢

の
香
ば
し
い
香
り
が
食
欲
を
そ
そ

り
、
食
欲
が
な
い
時
で
も
ご
飯
が

進
み
ま
す
。

　

甘
酢
の
酢
と
砂
糖
の
分
量
を
変

え
る
こ
と
で
、
お
好
み
の
酸
味
で

味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、

具
材
に
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
を
入
れ
る

こ
と
で
、
よ
り
鶏
肉
が
柔
ら
か
く

な
り
ま
す
。

　

料
理
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
甘
酢
と

水
溶
き
片
栗
粉
を
あ
ら
か
じ
め
混

ぜ
て
お
く
こ
と
で
す
。そ
う
す
る

こ
と
で
、
片
栗
粉
が
ダ
マ
に
な
り

に
く
く
な
り
ま
す
。

え
び
の
自
慢
の
お
い
し
い
料
理

D
elicious cuisine of Ebino

vol.86
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110 だより

119 だより

えびの警察署 ☎ 33 ‒0110

えびの消防署 ☎ 33 ‒6119

7月の交通事故発生状況
人 身 6件 本年累計 65件
物 件 25件 本年累計 195件

　

日
本
で
は
、
が
ん
に
か
か
る
人
が

年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
現
在
、

日
本
人
の
3
人
に
1
人
が
が
ん
で
亡
く

な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
が
ん
検
診
の
検
査
方

法
は
著
し
く
進
歩
し
、
治
療
面
で
も
放

射
線
療
法
を
は
じ
め
革
命
的
な
進
歩

を
遂
げ
て
い
ま
す
。し
か
し
、
が
ん
は
、

自
覚
症
状
が
現
れ
て
か
ら
で
は
治
療
も

困
難
に
な
る
こ
と
が
多
く
、
早
期
発
見

が
と
て
も
大
切
で
す
。
が
ん
を
、
小
さ

い
う
ち
に
見
つ
け
、
早
期
治
療
を
す
る

③
お
酒
は
ほ
ど
ほ
ど
に

④
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活
を

⑤
塩
辛
い
食
品
は
控
え
め
に

⑥
野
菜
や
果
物
は
豊
富
に

⑦
適
度
に
運
動

⑧
適
切
な
体
重
維
持

⑨
ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
の
感
染
予
防
と
治

療⑩
定
期
的
な
が
ん
検
診
を

⑪
身
体
の
異
常
に
気
が
つ
い
た
ら
、
す

ぐ
に
受
診
を

⑫
正
し
い
が
ん
情
報
で
が
ん
を
知
る
こ

と
か
ら

　
　
文
：
市
健
康
保
険
課 

徳
丸
保
健
師

いきいき! 健康
H e a l t h y  L i f e

9
月
は
「
が
ん
征
圧
月
間
」
で
す

こ
と
で
、
生
存
率
も
高
く
な
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
が
ん
の
早
期
発
見
･
早
期

治
療
の
た
め
に
、
胃
・
大
腸
・
肺
・
前
立

腺
・
子
宮
頸
・
乳
が
ん
検
診
、
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。詳
し

く
は
、
市
健
康
保
険
課
市
民
健
康
係
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
が
ん
を
防
ぐ
た
め
の
新
12
か
条
（
公

益
財
団
法
人
が
ん
研
究
振
興
財
団
）】

①
た
ば
こ
は
吸
わ
な
い

②
他
人
の
た
ば
こ
の
煙
を
で
き
る
だ
け

避
け
る

　

市
で
は
、
高
齢
者
の
在
宅
生
活
を
支

え
る
手
段
の
ひ
と
つ
と
し
て
、「
高
齢
者

配
食
サ
ー
ビ
ス
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し

の
高
齢
者
や
高
齢
者
の
み
の
世
帯
で
虚

弱
・
心
身
の
障
害
・
疾
病
等
で
調
理
や
食

料
品
の
買
出
し
の
困
難
な
人
に
、
栄
養

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
提
供
す
る

こ
と
を
目
的
に
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
配
達
時
に
安
否
確
認
を
行
う

こ
と
で
高
齢
者
の
状
況
を
定
期
的
に
把

握
し
て
い
ま
す
。
利
用
者
の
姿
が
見
当

た
ら
な
い
時
や
異
状
が
あ
っ
た
場
合
は
、

必
要
に
応
じ
て
関
係
機
関
へ
連
絡
を
行

い
ま
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
は
、
原
則
、
月
曜
日
か
ら

金
曜
日
の
昼
食
・
夕
食
時
に
行
っ
て
い
ま

す
。い
ず
れ
か
一
方
の
利
用
も
可
能
で
す
。

１
食
あ
た
り
４
５
０
円
で
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。詳
し
く
は
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
最
寄
り
の
在
宅

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

○
東
部
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
33
‐
2
3
7
7
（
さ
く
ら
苑
内
）

○
南
部
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
25
‐
3
2
2
2
（
ほ
う
よ
う
内
）

○
中
部
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
35
‐
０
０
６
６
（
ふ
れ
あ
い
館
内
）

○
西
部
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
37
‐
3
0
8
5
（
え
び
の
涼
風
園
内
）

　

文
：
東
部
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

住み慣れた場所で安心して暮らすために

あんしんねっと
A r e a  c o m p r e h e n s i v e  s u p p o r t

高
齢
者
の
生
活
を
支
え
る
配
食
サ
ー
ビ
ス

早めのライト点灯を

9 月は防災月間です

内閣府では 9 月を防災月間として定めています。
これは、大正 12 年（1923 年）9 月 1 日に発生

した関東大震災の惨事を教訓にして、国民の防災意
識を高めることを目的に定められているものです。
　今後、大規模な「南海トラフ地震」が起きると予
想されています。皆さんはこのような非常時の準備
はできているでしょうか。非常用の持出袋を用意し、
防災マップの確認など、日ごろから準備をしておき
ましょう。
　災害は、いつ、どこで、どのくらいの規模のもの
がやってくるかわかりません。もう一度防災対策を
見直し、防災意識を高めましょう。

宮 崎 県 交 通 安 全 対 策 推 進 本 部 で は 、9 月 2 1 日
か ら 平 成 2 8 年 1 月 3 1 日 に か け て 、夕 暮 れ 時

の「 早 め の 点 灯 」・「 ピ カ ピ カ 」運 動 を 実 施 し ま す 。
　 例 年 、秋 口 か ら 年 末 に か け て 、夕 暮 れ 時 や 夜
間 に 交 通 事 故 が 多 発 す る 傾 向 に あ り ま す 。運 動
で は 、早 め の ラ イ ト 点 灯 と 反 射 材 の 積 極 的 な 活
用 を 推 進 し 、交 通 事 故 防 止 を 図 り ま す 。次 の こ
と に 注 意 し て 、交 通 安 全 に 努 め ま し ょ う 。
① ラ イ ト の「 早 め の 点 灯 」「 こ ま め な 切 り 替 え 」

・薄 暗 く な っ た ら 、早 め に ラ イ ト を 点 灯
・対 向 車 等 が い な い 場 合 は 、ラ イ ト を 上 向 き に
② 反 射 材 用 品 の 活 用 と 明 る い 色 の 服 装 を 着 用

・相 手 に 早 め に 気 づ い て も ら う 工 夫 を

8月の活動状況
［えびの消防署管内］

火 災 0件 年 計 7件
救 急 79件 年 計 632件

110 だより

119 だより

えびの警察署 ☎ 33 ‒0110

えびの消防署 ☎ 33 ‒6119

8月の交通事故発生状況
人 身 6件 本年累計 65件
物 件 39件 本年累計 231件

配食は直接手渡しで行っています

た
と
き
、
所
有
者
が
変
わ
っ
た
と
き
等

は
、
市
役
所
に
届
出
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
公
共
の
場
や
私
有
地
な
ど
へ
の
フ
ン

の
放
置
は
マ
ナ
ー
違
反
で
す
。自
宅
へ

持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

・
放
し
飼
い
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

・
繁
殖
を
希
望
し
な
い
場
合
は
、
不
妊
、

去
勢
の
手
術
を
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　

ペ
ッ
ト
の
正
し
い
飼
い
方
な
ど
知
識

を
持
ち
、
最
後
ま
で
責
任
を
も
っ
て
飼

い
ま
し
ょ
う
。

市
民
環
境
課
生
活
環
境
係

☎
35
‐
1
1
1
1
（
内
線
2
8
6
）

　
文
：
市
民
環
境
課
生
活
環
境
係

くらしのメモ
N o t e  o f  L i v i n g

ペ
ッ
ト
は
ル
ー
ル
を
守
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
！

　

最
近
ペ
ッ
ト
を
飼
う
人
が
増
え
て
き

ま
し
た
。
動
物
の
命
を
尊
重
し
、
大
切

に
す
る
こ
と
は
、
誰
も
が
守
る
べ
き
こ

と
で
す
。
ま
た
、
周
り
の
人
に
迷
惑
を

か
け
な
い
よ
う
に
適
正
に
飼
育
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

【
猫
を
飼
う
場
合
】

・
繁
殖
を
希
望
し
な
い
場
合
は
、
不
妊
、

去
勢
の
手
術
を
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　

全
国
で
年
間
約
12
万
頭
の
猫
（
5
割

以
上
は
離
乳
前
の
子
猫
）
が
自
治
体
に

収
容
さ
れ
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
新
た
な

飼
い
主
が
見
つ
か
ら
ず
に
殺
処
分
さ
れ

て
い
ま
す
。飼
い
き
れ
な
い
命
を
生
み

出
さ
な
い
よ
う
に
不
妊
、
去
勢
の
手
術

を
受
け
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

・
室
内
で
飼
育
を
し
、
交
通
事
故
や
感

染
症
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

【
犬
を
飼
う
場
合
】

・
生
涯
１
回
の
登
録
が
必
要
で
す
。
市

役
所
で
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
狂
犬
病
予
防
注
射
を
、
年
１
回
必
ず

受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

・
死
亡
し
た
と
き
、
所
在
地
が
変
わ
っ

東部在宅介護支援セン
ター職員
大野祥照（おおのよし
てる）さん
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申請はお済みですか
タクシー利用料金助成事業

　市では、10月から開始の「タクシー利用料金助成事業（タ
クシー利用料金の一部を助成する制度）」の申請を受け付
けています。

【助成対象者】次のいずれかに該当する人
・えびの市在住で、住民登録があり、市税等の滞納がない
65歳以上の人
・えびの市在住で、住民登録があり、市税等の滞納がない
16歳から64歳の人で、運転免許証または自動車を持ってい
ない人

【申請方法】申請書を市企画課政策係または飯野・真幸出
張所へ提出してください。申請書は、市ホームページ（http://
www.city.ebino.lg.jp/ ）からダウンロードするか、市企画
課政策係、飯野・真幸出張所に置いてあります。

【助成方法】助成対象者と認められた場合は、『助成対象者
証』と『タクシー利用券』を送付します。届いた『タクシー利
用券』を、タクシー利用時に運転手に渡すことで、タクシー
利用料金の一部の助成を受けることができます。

【助成額】タクシー料金が580円から820円の場合は、タク
シー料金から580円を差し引いた額。タクシー料金が900
円以上の場合は、タクシー料金の約3割を助成します。ただ
し、助成額は1,000円が上限です。

【交付限度枚数】タクシー利用券は、年間48枚を限度に、
申請月に応じて交付されます。
※平成27年度は、24枚（10月～平成28年3月）を限度

【有効期限】タクシー利用券が発行された年度の年度末（ 3
月31日）までです。翌年度に繰り越して使用することはでき
ません。

【利用可能区間】タクシー券を利用できる区間は、えびの
市内に限ります。市外からの移動や市外への移動には、利

④肺がん検診を受診した人や市の人間ドックに申込みをし
ている人
※実施通知書が届いた人で前述の①～④に該当する人は、
市健康保険課市民健康係までご連絡ください。

期　日 会　場 時　間

10 月 5 日

（月）

栗下区営農研修館 9:30 ～ 10:50
尾八重野コミュニティセンター 11:10 ～ 11:30
永山公民館 13:20 ～ 14:20
大溝原公民館 14:40 ～ 15:20

10 月 13 日
（火）

西郷・新光工業前 9:30 ～ 10:40
湯田・上中野直樹様宅前 11:00 ～ 11:30
市役所（駐車場） 13:20 ～ 15:30

10 月 14 日
（水）

麓公民館 9:30  ～ 10:20
前松原公民館 10:40 ～ 11:30
東川北公民館 13:20 ～ 14:20
牧の原公民館 14:50 ～ 15:10

10 月 16 日
（金）

灰塚公民館 9:30  ～   9:50
西長江浦下営農研修センター 10:10 ～ 10:40
西長江浦上営農研修センター 11:00 ～ 11:30
東長江浦上公民館 13:20 ～ 14:00
東長江浦下公民館 14:20 ～ 14:40

10 月 20 日
（火）

JR えびの駅前（加久藤） 9:30 ～ 10:30
榎田公民館 11:00 ～ 11:30
東内竪公民館 13:20 ～ 14:20
南昌明寺・湯園公民館 14:40 ～ 15:20

10 月 23 日
（金）

岡松運動場 9:30 ～ 10:10
西の野公民館 10:30 ～ 10:50
西内竪公民館 11:10 ～ 11:30
南岡松公民館 13:20 ～ 14:30
北昌明寺公民館 14:50 ～ 15:30

10 月 26 日
（月）

上島内公民館 9:30 ～ 10:00
上向江・田代長茂様宅 10:30 ～ 11:30
中浦公民館 13:20 ～ 14:00
柳水流公民館 14:20 ～ 14:40
亀沢・池嶋幸様宅前 15:00 ～ 15:20

10 月 27 日
（火）

下浦公民館 9:30 ～ 10:10
上浦・田畑清盛様宅 10:30 ～ 10:50
岡元小学校 11:10 ～ 11:30
下島内公民館 13:20 ～ 14:20
中内竪・旧マサキコーセン 14:50 ～ 15:10

10 月 30 日
（金）

真幸出張所 9:00 ～ 11:30
西川北公民館 13:20 ～ 14:20
市営古川団地駐車場 14:50 ～ 15:20

用できません。
【その他】タクシー利用券は、家族や他人に譲ることはで

きませんが、同乗することは可能です。
　この制度は、市福祉事務所が行っている『福祉タクシー
利用券』の制度とは、別の制度ですが、両方を同時に利用
することは可能です。
問市企画課 政策係
☎35-1111（内線322）

みんなで楽しく踊りませんか
ヒップホップダンス講座参加者募集

　市では、ヒップホップダンス講座を開催します。ヒップホッ
プダンスに興味のある人などは、ぜひ、ご参加ください。み
んなで楽しく踊りましょう。

【開催日】10月14日（水）、19日（月）、21日（水）、26日（月）、
28日（水）、11月4日（水）、11日（水）、18日（水）、25日（水）
※全9回

【時間】午後7時30分～午後9時30分
【場所】飯野地区コミュニティセンター駅前分館
【募集対象】高校生以上の人なら誰でも参加できます。
【募集人数】20人程度
【申込方法】市社会教育課社会教育係に電話で申し込み

ください。
【申込締切】10月7日（水）
【その他】参加する際は、運動のしやすい服装で、靴・タ

オル・飲み物を持参してください。
申・問市社会教育課 社会教育係
☎35-1111（内線483）

平成27年度結核検診（加久藤・真幸
地区）を実施します

　今年度の結核検診（加久藤・真幸地区）を実施します。
【対象者】65歳以上の全市民。対象者には実施通知書を送

付します。ただし、以下の①～④に該当する人で、市役所に
申出をしている人には実施通知書は送付していません。
①職場で受診する人
②入院中や病気療養中または歩行困難で受診できない人
③最近3カ月以内に病院等で胸部レントゲン検診を受診し
た人

問市健康保険課 市民健康係
☎35-1111（内線275）

来場ください。「私とあなた」ともに
生きる『こすもす祭』

　西諸地域精神保健福祉協議会では、地域住民や地域で
活動する保健・医療、福祉関係機関、ボランティア等が文化
交流を通じて絆を深める、「こすもす祭」を開催します。
　この祭は、精神障害についての正しい理解と精神障害を
抱えていても安心して生活できる地域づくりを推進するた
め行われるものです。
　祭りでは、精神に障害のある人の体験発表やステージイ
ベント、バザーや喫茶など、楽しくて元気になる催しがいっ
ぱいです。参加は無料で、どなたでも参加できます。お気軽
にお越しください。

【開催日】10月28日（水）
【時間】午前11時～午後3時
【場所】小林市文化会館
【参加料】無料
【内容】［ステージイベント］太鼓演奏、フラダンス、活動紹介、

体験発表、風空氏の「トーク＆ピアノ演奏」
［交流企画］作品展示、喫茶・販売、レクリエーションなど
【共催】えびの市、小林市、高原町

問小林保健所 健康づくり課
☎23-3118
問市福祉事務所 福祉係
☎35-1111（内線261）
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人　口 19,722人（ -16人）

男性／ 9,221人（ -14人）　女性／ 10,501人（ -2人）

転入／ 34人　転出／ 44人
出生／ 11人　死亡／ 17人

世帯数 8,877世帯（ -7世帯）
（平成27年9月1日現在）

E
d
ito

r's

◎ 今月の 表 紙
　 8 月2 3 日、矢 岳 高 原 周 辺を 会 場 に、

「 2 015 九 州トラ イ ア ル 選 手 権 第 6 戦
宮崎 大 会 」が 行わ れました 。
　 大 会 に は、部 門 が5 つ あり、14 歳 ～
6 0 歳 代 のライダー 6 8 人 が 参 加 。同 大
会 がえび の市 で 開 催されるのは、今 回
が 初めてです。

今月の納税

国民健康保険税 第3期
後期高齢者医療保険料 第3期
9月30日（水）までに納めましょう。

特 集 の 取 材 で、飯 野 高 校 生 に 将 来 の 夢 を 聞 きました 。
それぞれ 違う夢に向かって頑 張っている姿 を見て、

私も元 気 を もらいました 。夢 を かな えることが で きるよ
うに、心 の中でエールを 送りました 。（ 平 松 ）

バ イクトライアル 大 会 の取 材 に 行ってきました 。コー
スの 間 近 で 観 戦 すること が で きました 。も の すご

い 迫 力に圧 倒され 、バイクトライアル のファンになりまし
た 。（ 東 ）

STOP!不法投棄
9月24日は『清掃の日』

　「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」の施行の日であ
る9月24日は「清掃の日」です。市では通年、不法投棄防止
の監視パトロールや不法投棄多発箇所への警告看板の設
置などの対策を行っています。不法投棄は、「歩行者や車の
通行の妨げ」「火災が発生する恐れがある」など、皆さんの
安全な生活環境を脅かします。
　駐車場、空き地、玄関先などに物やごみを放置・散乱さ
せていると、新たな不法投棄を呼ぶ可能性があります。土
地を所有・管理している人は、土地や建物の周りを草刈り、
剪定など行い、日ごろから適切な管理をお願いします。
　地域で協力し合い、不法投棄のないきれいなまちを目指
しましょう。 
問市美化センター
☎33-5782

野外でのごみの焼却は禁止です

　野外でのごみの焼却(野焼き)は法律で禁止されています。
ドラム缶、ブロック積、穴を掘っての焼却なども、野焼きと

同じです。
　家庭ごみを含め廃棄物の野外焼却（野焼き）は、煙・臭い
による近所迷惑、そして、火災の原因になる可能性がある
ため、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」で禁止され
ています。
　家庭から出るごみは、正しく分別し地域のごみステーショ
ンへ出してください。詳しくは、「ごみの出し方辞典」をご覧
ください。ごみの出し方辞典は、美化センターまたは、本庁
市民環境課、各出張所で配布しています。
問市美化センター　
☎33-5782

『えびのさわやか自然の森』
下草刈り・環境体験学習参加者募集

　市では、環境保全活動の取り組みの一環として、企業の
森「えびのさわやか自然の森」下草刈り・環境体験学習を行
います。環境体験学習では、竹筒を活用したパン作りや川
内川の水質・水生生物調査などを行います。
　雄大な自然の中で、楽しく活動体験をしてみませんか。

【開催日】10月24日（土）
【時間】午前9時30分～午後3時　受付：午前9時～
【活動場所】えびの市大字末永（下草刈り）、グリーンパー

クえびの（環境体験学習）
【募集人数】親子20組・一般20人　計60人
【集合場所】グリーンパークえびの（現地まではバスで移

動します）
【参加料】無料
【申込方法】市農林整備課林務係に電話で申し込みくだ

さい。
【申込締切】10月16日（金）
【準備するもの】軍手、かかと付サンダル（水質調査用）、

雨具など

【注意事項】草刈り作業のしやすい服装でご参加くださ
い。昼食は、主催者が準備します。現地への自家用車の乗
り入れはご遠慮ください。
※1日保険に加入します。
申・問市農林整備課 林務係
☎35-1111（内線229）

平成27年度就学時健康診断

　市では、来年度、小学校入
学予定の子どもを対象に就学
時健康診断を実施します。

【開催日】［飯野・上江地区］10
月7日（水）

［加久藤・真幸・岡元地区］10月
8日（木）

【時間】［受付］午後0時30分～
午後1時15分

［歯科健康診断］午後1時15分～午後1時30分
［内科健康診断］午後1時30分～午後2時
［諸検査］午後2時～午後3時30分
【場所】えびの市文化センター

※入学予定児の保護者あてに、すでに就学時健康診断通
知書を発送しています。届いていない場合は、市学校教育
課教育係までご連絡ください。
問市学校教育課 教育係
☎35-1111（内線413）

調停相談会を開催
悩みや問題などご相談ください

　宮崎調停協会連合会および小林地区調停協会では、最

高裁判所の委嘱に基づいて、調停相談会を開催します。日
常生活で悩みがある人などは、遠慮なく相談会にお越しく
ださい。

【開催日】10月7日（水）
【時間】午前10時～午後3時
【場所】小林市中央公民館 第1研修室

小林市細野38番地1（☎22-3482）
【相談内容】交通事故、公害、土地建物、金銭問題（消費者

金融、クレジット）、家庭問題、相続問題などに関すること
【後援】最高裁判所、宮崎地方裁判所、宮崎家庭裁判所

問小林簡易裁判所 庶務課
☎23-2309

『金婚者祝賀会』への参加者を募集

　市では、結婚50周年を迎える皆さんを招いて、「金婚者祝
賀会」を開催します。多数のご出席をお待ちしています。

【開催日】11月18日（水）
【時間】［受付］午前9時～
［開会］午前10時～
【会場】えびの市文化センター
【対象者】昭和40年（1月～ 12月）に結婚した夫婦
【申込方法】市福祉事務所福祉係に電話で申し込むか、夫

婦の氏名、住所、電話番号を記入したハガキを市福祉事務
所福祉係まで郵送してください。

【送付先】〒889-4292　えびの市大字栗下1292番地
えびの市福祉事務所 福祉係

【申込期限】10月9日（金）まで
※詳しくは、市福祉事務所福祉係までお問い合わせくださ
い。
問市福祉事務所 福祉係
☎35-1111（内線253）
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写真：カケス（撮影：平成27年8月16日）

カケスは、頭の白と黒の模様、羽の鮮やかな青い縞模様
など、美しい姿をしています。

カケス
Garrulus glandarius スズメ目カラス科
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